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4. 開 設 編




(1) 拠点の開設 
「開設連絡」「避難者の受付」「自治会・町内会等との連携」
「班・担当の割り振り」「避難者リスト（台帳）の作成」
「救出救助活動」「補充的避難所について」







混乱している避難者をスムーズに受け入れ、また拠点運営が円滑にできるよう、避難者の理解と協力を得ながら、避難者リストの作成や居住スペースの設定等を実施し、早期に拠点を開設します。
拠点の開設は、学校施設の点検が終了し、開設の準備が整い次第、区本部拠点班、学校連絡調整者、運営委員が行います。校門などに横断幕などを設置して、拠点が開設中であることを付近の住民の方へ明示します。
※横断幕などを事前に拠点で用意しておきましょう。

「開設連絡」
開設連絡など区災害対策本部との連絡調整は、主として行政職員が行います。
1 デジタル移動無線機で区本部に連絡します。
◇ 職員室などに設置されているデジタル移動無線が使用できない場合には、職員室外側などに設置されたモジュラージャックに差し込むことにより、通信ができます。
◇ 停電時には、内蔵の蓄電池で約20時間使用できます。
◇ 通信が混雑しているときは、つながりにくい場合がありますので、少し間をおいてから、かけなおしてください。
[image: ][image: ][image: IMG_1980]
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[image: ]デジタル移動無線


◆◆◆開設の連絡・周辺の被害状況の連絡（例）◆◆◆
「こちらは　　　　　　学校地域防災拠点運営委員会の○○です。○○時○○分に地域防災拠点を開設し、避難者の受入れを開始しました。
状況は○○時○○分現在、避難者数が約○○人（刻々と増えています。）、重傷者約○○人、軽傷者約○○人（増加の見込み）。拠点の体育館は○割、校舎は○割が使用可能。
周辺地域では概ね○割が倒壊し、○○箇所から火災が発生。拠点への火災の影響が（有・無）（危険な状態なので、他の拠点への誘導を検討中です）。
区本部との連絡手段は、以降○○で行います（学校の電話が不通です。連絡は○○○にお願いします。）。次の報告は、○○時○○分頃に報告します。以上です。」
　　　　　　　　　
デジタル移動無線機（子機）
を使用しての通話

デジタル移動無線機（子機）
を使用しての通話









2 アマチュア無線非常通信協力会の支援があると情報伝達が効果的です。
3 学校の固定電話は、災害時優先電話となっています。
4 班の呼び出しや早急に必要な対応が生じた場合は非常用放送設備を活用します。
停電時はバッテリー（20分程度）で稼働しており、使用時間の制約があるため、使用者等を定め有効に活用します。

「避難者の受付」
拠点の安全が確認され、開設の準備が整った場合は、円滑な避難者の受け入れができる
よう、時間や天候などを考慮した場所に受付を設置します。
[image: ]　受付は、拠点の避難生活者だけでなく、物資や情報を受け取りに来る拠点以外の避難者に対しても行います。
1 避難者は受付で世帯ごとに避難者カード
（兼：安否確認票）を記入します。受付が
混雑した場合は、避難者に避難者カードを
配付し、後で回収します。
2 避難者カードに記入された個人情報の公表
・閲覧について、避難者に確認を取ります。
3 負傷者は保健室に案内し、応急手当を実施
します。重傷者や特別な介護が必要と思われ受付設置例

る場合は、区本部に連絡して、その指示に従
います。また、医療救護隊や保健活動グループによる巡回の際には、把握している避難者の状況などを伝えるようにします。
4 避難者の中で、介護を必要とする障害者、高齢者、病人などを把握します。
5 避難スペースが不足する場合は、区本部に連絡し、予め指定された補充的避難所の開
設や他の拠点で受け入れることができるか調整・検討します。
◆◆◆受付に関する注意点◆◆◆
発災直後は、避難者や運営委員の皆さん、また付近住民の協力者も混乱しているため、重複して受け付けることがないよう、次の事項に留意し、適切に受付を行いましょう。
①　家族の代表者１人のみ、受付することに徹底する。
②　早く受け付けたものが、有利になることはないということを周知徹底する。
③　例として、「避難者用」と「避難者を訪ねて来た人用」の２か所の受付を設ける。
④　受付済みの避難者は、受付所から離れた場所に一次集合させる（未受付者の代表者以外の家族も）など、未受付者と区分する。








◆◆◆受付時における拠点の誘導・案内（例）◆◆◆
こちらは、○○○学校地域防災拠点運営委員会です。
ただいま、施設の安全が確認され、拠点の開設準備が整いましたので、皆さんを施設内に案内します。受付で、氏名・住所など記入して、拠点でのルールを確認していただいてから入室していただきます。決して、先着順ではありませんので、これから申し上げる順に、世帯ごとに受付に来てください。障害者や高齢者、乳児等を優先しますが、必ず皆様方全員を安全に避難させます。安心してください。
まず、体に障害があったり介護が必要な方の世帯、負傷したり症状の悪化した人がいる世帯から受付に来てください。次に、高齢者のいる世帯、小学校に行っていない小さなお子さんがいる世帯、以下、自治会町内会別（地域別）に案内いたします。・・・・・。　










「自治会・町内会等との連携」
自治会・町内会等には、防災訓練の実施、防災知識の普及、情報の収集・伝達等の役割とともに、地域防災拠点との連携の役割も担っています。 
災害時には、防犯パトロールを一緒に実施したり、高齢者、障がい者など、援護が必要となる方の情報の共有や、備蓄食料等の配布など、双方が連携することで、地域防災力が強化されます。町の防災組織

地域防災拠点運営委員のみで対応するには限界がありますので、自治会、町内会、マンショ管理組合等の町の防災組織をはじめ、地域の民生委員や避難者等と連携し、役割分担をしたうえで、拠点運営を行っていくことが必要です。
いざという時に連携がスムーズに行えるよう、日頃から拠点-地域間でコミュニケーションを取り、関係を構築しておくと良いでしょう。

【自治会・町内会等との連携例】
[image: ]



町の防災組織
地域防災拠点









【自治会・町内会等との連携具体例】
[image: ]
　在宅避難者数等をとりまとめ、その情報を地域防災拠点へ提供する。

[image: ]　　　　　　　　　提供された情報と地域防災拠点における避難者などをもとに、 食料・物資をどのように分配するのか検討する。
[image: ]
　　　　　　　　　　 自治会や町内会等へ配分される食料・物資の量を伝える。

[image: ]
　　　　　　　　　　 自治会や町内会等の代表者が地域防災拠点へ取りにいく。

※ これは、あくまでも一例です。災害時にどのように連携するのか、事前に自治会・町内会等と地域防災拠点が話し合っておきましょう。
※ 自治会・町内会等、マンション管理組合との連携については、P83～85の様式を活用すると、伝達が円滑に行えます。
「班・担当の割り振り」
　避難者の受付時には、以降の生活基盤を形成するための準備のため、避難者のうち、必要な人数を下記により割り振ります。この割り振りは、運営上の「庶務班」「情報班」「食料物資班」「救出救護班」とは別に割り振ることになります。
生活基盤の形成が終了した後は、運営上の各班にも同じように必要な人数を割り振ります。
各割り振りは、あらかじめ最低限の必要人員を運営委員会で定めておき、下の表に記載しておきましょう。
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【震災時の割り振り表】※ 避難者受付時に割り振って記載しましょう
	各　割　振　担　当
	各責任者
	割り振り避難者の氏名

	
	生 活 資 機 材
準 備 責 任 者
（　　　　　）
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	区割り責任者
（　　　　　）
※女性の協力者も募ること。
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	飲料水確保責任者
（　　　　　）
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	トイレ対策責任者
（　　　　　）
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	そ　　の　　他
（　　　　　）
・ごみ置き場設置
・清掃用具の収集
・情報板の設置
・女性への配慮　など
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※この割り振りは、生活基盤の形成までに必要な事項を避難者全員が協力して実施するものです。
　生活基盤が整い次第、２ページの班編成の活動に移ります。


「避難者リスト（台帳）の作成」
1 避難者カード（兼　安否確認票）を基に、避難者リスト（台帳）を作成します。
　 その際、避難者カードの活用方法及び記入方法を避難者に説明し、避難者リスト（台帳）は、地区の代表者（※１）又は部屋の代表者（※２）に協力してもらい、地区又は部屋別に集約・整理します。（３日程度ごとに再確認し、更新します。）
　 なお、在宅被災生活者（※3）や任意の避難場所で被災生活を送る避難者（※4）などの拠点以外の避難者についても、避難者カード（兼　安否確認票）の記載を依頼し、人数を把握します。
※１ 地区の代表者・・・体育館で避難生活を送っている場合、ある程度の地区ごとに
区分けし、その区分けされた地区の代表者
※２ 部屋の代表者・・・教室で避難生活を送っている場合、その教室の代表者
※３ 在宅被災生活者・・・自宅で被災生活を送る被災者
※４ 任意の避難場所で被災生活を送る避難者・・・拠点などの公的避難場所以外で、発災後、市民が任意に設置した避難場所（以下「任意の避難場所」という）で被災生活を送る避難者








· 拠点以外の避難者は、物資や情報を取りに拠点に来ます。避難者リストに名前がない
場合は、その時に、避難者カードを書いてもらいます。
→ 拠点以外の避難者※・行方不明者の把握や、食料･物資の配給時に必要です。

· 自治会町内会で在宅被災生活者を把握している場合は、自治会町内会の皆様に協力を
お願いすることも一案です。

2 避難者数のほか、負傷者、病人、要援護者の人数や状況を把握します。

3 各部屋入口に避難者名を書きます。（適宜、加除します。）

4 避難者リスト（台帳）は原則として行政職員が管理します。
（個人のプライバシーに注意し、適正な管理が必要です。）

5  行政職員は、避難者の承諾の上で、避難者カードに基づく必要な情報を「Googleパーソンファインダー」に入力します。
[bookmark: _GoBack]◇ 「Googleパーソンファインダー」は、大規模災害が発生した時などに、市内の拠点等で収集した被災者の安否情報を、インターネットを利用して、市内外から確認できるものです。個人情報に配慮し、安否情報を一覧で表示せずに、検索して一致したもののみを表示し、必要とする方のみに情報を提供しています。

6 「Googleパーソンファインダー」が使用できない場合は、適宜ＦＡＸや伝令等の手段により区災害対策本部に伝達します。





「救出救助活動」
1 資機材の搬出
防災備蓄庫から、被災者の救出に必要な防災資機材を搬出し作動点検を行います。

2 救出救護班の編制
（※消防職員や消防団員とは別です。）
◇ 発災直後は、拠点に避難した後、余震に注意しながら救出救護班を編制し、被災者の救助活動に備えます。
◇ 必要に応じて拠点に避難してきた人にも救出救護班への参加協力を呼びかけます。また、ライセンスリーダーや工事関係に携わる方がいる場合は、協力を依頼します。
◇ 救出救護班は、１班概ね10人程度で編制します。また、疲労等による交替要員を確保します。
◇ 救出救護班長は、消防団（地域防災拠点派遣隊）と連携して、拠点において総合連絡調整を行います。
◇ 救出救護班長は、消防団（地域防災拠点派遣隊）と連携して、拠点で各隊の活動状況を把握し、必要に応じて交替要員や応援者を手当てします。
◆◆◆地域防災拠点派遣隊とは◆◆◆
消防団では、管内の災害状況にある程度の終息の見通しが立ち、拠点が機能した時点で、２人以上の消防団員を地域防災拠点に派遣します。地域防災拠点派遣隊は、地域防災拠点において、災害情報の収集・応急救護活動の支援・警備活動などを行います。また、平時においては、運営委員会会議に参加したり、地域で行われる防災訓練で実践的な訓練指導を行います。







3 救出活動
◇ 地域からの救助を必要とする情報に基づいて、救出救護班を派遣します。
[image: BS15_12.JPG]◇ 家屋などに閉じこめられている人を発見したとき、近くで消防救助隊などが活動している場合は、まずその助けを求めます。
◇ 近くに消防救助隊などがいない場合は、周囲の人の協力を得ながら、
二次災害発生に注意しながら救助活動に入ります。
※ 余震によりさらに崩れる可能性がある
 ◇ 救出救護班での救出が困難と判断した場合は、消防救助隊を要請し、
到着までの間に閉じこめられている人に声を掛けるなど、励ましの活動
を行います。
◇ 救出救護班は、自治会町内会の防災担当や消防団とも連携・協力して
救助活動を行います。
◇ 地域からの求めに応じて、自治会町内会、民生委員や医療経験者など（福祉関係者）と連携し、要援護者を含めた要救助者を救助します。
◇ 救出者の搬送や被災状況を情報班に報告します。
◇ 自衛隊や消防・消防団等に、救助が必要な倒壊家屋などの情報を提供し、その活動を効果的にサポートします。
※ 無理な救助活動により二次災害を受けないよう注意してください。


4 救助すべき場所
◇ 庶務班からの情報をもとに、救助を必要とする場所（倒壊家屋など）を地図に記録し、拠点救助隊は出動します。（あらかじめ地域の居住者名の入った家屋地図を備えておきます。）
[image: p21-2救出.jpg]◇ 救出救護班長は、消防団（拠点派遣隊）と連携して、被災状況等優先順位を付してから、救出救護班に活動場所を倒壊家屋地図で指示します。

5 一定期間経過後（３日間程度）
　  他都市などから（救助隊）の応援が到着し、救出活動
が一段落したら、救出救護班は縮小し、運営委員長の指
示によって他の班の応援へまわります。

6 防災備蓄庫にある救護・救助用品
　 データ集に「地域防災拠点備蓄物資一覧表」を記載しています。

7 防災資機材の借用
必要に応じて、在宅者等から自動車に常備しているジャッキや各家庭にある機材を
借用します。

8 平常時からの活動
救出救護班員が中心となり、日頃から防災資機材の点検や使用方法を習得し、訓練
などを通じて、地域での防災リーダーを育成します。

「補充的避難所について」
① 補充的避難所の開設及び運営
「開設基準」として、現行指定されている拠点が、多数の避難者で拠点のスペースが不足した場合、または拠点が機能しない場合などは、区内の他の公共的施設や民間施設等を補充的な避難所として開設することとしています。
この場合、補充的避難所の運営は派遣された職員とともに、地域住民による相互扶助によって行うことを基本とし、原則として避難してきた者全員が参加するものとし、その他の必要事項は、拠点と同様とします。

② 補充的避難所の閉鎖
施設を返還する際の手順は、現行の拠点の被害状況や避難状況等を考慮し、開設を要請した拠点運営委員長（会）、区本部及び施設管理者と調整・協力して閉鎖にあたるとともに、使用した施設（スペース）をもとの状態にもどし、施設管理者の確認を受けた後、引き渡しを行います。

③ 対象施設
市立高校、拠点未指定の小中学校、県有施設、民間施設等（別に用途を指定した公共施設は除く。）



(2) 生活基盤の形成
「男女のニーズの違い・性的少数者への配慮」
「要援護者への対応」「区割りの実施」「ペット対策」
「生活用具・資器材の準備」「食料・飲料水の確保」「ごみ対策」





「男女のニーズの違い・性的少数者への配慮」
[image: DSC_2698]◇ 発災時には様々な人が避難して来ます。
◇ 開設初期の段階から男女ニーズの違いや性的少数者
に配慮することで円滑な拠点運営ができます。
◇ 開設の準備にあたっては、備蓄庫に配備している
スターターキットを活用して、配慮事項をチェック
しましょう。[image: ][image: ][image: ]

「要援護者への対応」
◇ 聴覚障害者への対応として、救出救護班の班員の中に、手話のできる人がいない
[image: BS15_09.JPG]か確認します。いない場合には、避難者や近隣在住の方の中から手話の
できる人がいたら協力を求めます。
◇ 視覚障害のある人のために、音声（読み上げ）による意思伝達が
できる人の協力を求め情報を伝えます。
◇ 肢体不自由のある人のために、介護のできる人の協力を求めます。
◇ 自閉症や知的障害のある人のために、災害用コミュニケーション
ボードを活用します。
◇ 介護者がいない場合は、専門的ボランティアを区本部に要請します。
◇ 拠点での避難生活上、介助者がおらず、かつ、介護の協力が得られないなど、特別の配慮を必要とする要援護者のために、福祉避難所への受入れについて、区本部と調整します。
◇ 福祉避難所への受入れが決定した要援護者の移送に協力します。
◇ 安否を確認して歩き、状況により拠点への移動を促します。
避難が必要であるにもかかわらず自力避難が困難な場合
は、避難者や近隣在住の方の中から協力者を募ります。
福祉避難所への避難が必要な場合は、区災害対策本部に
相談します。
◇ 要援護者といっても様々な方がいます。上記の内容を参考に、具体的にどのような対応を行うべきか、状況に応じて臨機応変に考えていただくことが必要です。
◆◆◆福祉避難所とは◆◆◆
区役所と協定を締結している、高齢者施設や障害者施設、地域ケアプラザなどの社会福祉施設です。施設がバリフリー化されているなど、要援護者が生活しやすい環境で、施設の状況に応じて可能な範囲で支援を受けることができます。
保健師などの専門職が、本人の状況や要介護認定の有無などを確認し、福祉避難所への避難の必要性を判断します。
専門職などの判断を基に、誰をどの福祉避難所で受け入れるかを、区役所が決定します。また、福祉避難所が必要な機能や役割を果たすために、対象と判断されない方は、避難することはできません。










◇ 女性、乳幼児、高齢者、障害者、外国人等に対して、避難スペースの配慮や物資の提供など、以下の着眼点に配慮して運営を行いましょう。なお、これらの方に配慮し、あらかじめ概ね３教室を確保するように決めておきましょう。

	
	配慮すべき着眼点

	女性
	· 妊婦に対して配慮しましょう。（休息できるスペースの確保、保健指導
や緊急時の対応、見た目で妊娠しているかわからない妊娠早期の妊婦への気づき等）
· 拠点運営へ女性の意見を反映させましょう。（運営委員に女性を入れ
る、拠点の職員が女性の視点を代弁する等）
· 着替えや下着を干す場所を確保しましょう。
· トイレに行きやすい工夫をしましょう。（トイレの設置場所、トイレ
までの経路等）
· 女性へのストーカー行為等の犯罪被害を防ぐための防犯の強化を行
いましょう。
· 女性用品を配布する際は、女性が配布するようにしましょう。

	乳幼児・
子ども
	· 授乳スペースを確保しましょう。
· 泣き声への対応を考えましょう。（専用スペースの確保等）
· 子どものプレイルームを確保しましょう。
· 妊婦用に体育館の椅子の活用も考えましょう。

	高齢者
	· 認知症等への配慮をしましょう。
· おむつをしている高齢者への配慮や臭いなどの対応をしましょう。
（専用スペースの確保等）
· 高齢者が孤立しないようにコミュニティスペースを確保しましょう
· 床に座れない方等のために体育館の椅子の活用も考えましょう。

	障害者
	· 支援のためのスペースを確保しましょう。（行動障害など）
· 視覚・聴覚・知的障害者など障害の特性に応じた情報伝達の対応を
しましょう。（音声、文字情報、コミュニケーションボード等）
· 内部障害者の福祉用具など、障害ごとの個別のニーズを把握しまし
ょう。


	外国人
	· 拠点標識の工夫をしましょう。（ピクトグラム：一般に「絵文字」
「絵単語」などと呼ばれ、何らかの情報や注意を示すために表示される
視覚記号（サイン）の一つ、簡易な日本語等）
· 通訳ボランティアを確保しましょう。
· 日本人との生活習慣の違いに配慮しましょう。









「区割りの実施」
拠点の部屋割はあらかじめ計画しておきますが、被害状況によっては変更できるよう未記入平面図も準備しておきます。
避難者の生活スペースとして使う場所は、体育館、教室の順とし、職員室、校長室、保健室は使用しません。保健室、給食室、家庭科室等は、学校管理者と相談し、有効に活用します。

1 体育館スペースの区割り
◇ 拠点の1人分の占有面積は、スペースに余裕があっても、避難者の増加を考慮し、
2㎡以内（１畳見当）とします。※ 靴はビニール袋に入れ各自所持します。
◇ 体育館だけではスペースに不足が生じる場合は、学校管理者と相談し、事前に予定
している教室を利用します。（建物の被害状況により柔軟に対応）
◇ 拠点内の通路部分、供用部分についても、他色のテープを貼り、居住スペースとの
違いを明確にします。
　　◇ 各避難者への物資供給等に不公平が生じないよう、メイン通路は、施設の中央等に設定します。また、メイン通路は、台車等で物資を搬送すること等もあるため、ある程度の幅を確保するよう配慮します。

[image: P7160385][image: ]区割り実施状況








2 要援護者スペースの確保
◇ 拠点運営員会は、女性、乳幼児、高齢者、障害者、感染症患者等に配慮し、
[image: ]あらかじめ学校管理者及び拠点運営委員会で
協議し、概ね３教室分のスペースを確保する
ように決めておきます。
◇　要援護者が静かに安心していられる部屋
スペースを１階のトイレや保健室の近くに
用意します。

3 授乳室や女性更衣室の確保
◇ 男女別更衣室や妊産婦等に配慮した女性
専用スペース（授乳室等）並びに要援護者の授乳室・女性の更衣室の例

男女別々のスペースなどについても、事前に
話し合いをしておきましょう。授乳室・女性の更衣室の例

◇ 日頃から、女性や子育てに配慮した拠点の
運営や安全な生活環境の整備を推進するとと
もに、[image: CIMG4715]拠点運営への女性の参画や意見の反映
を促進することが大切です。
4 応急手当のできる場所の確保
◇ 学校職員と協力して、保健室を応急手当のできる状態に整えます。
◇ 保健室では、傷の清拭・消毒・ガーゼ・包帯等での応急処置を行います。

  ⑤ 教室を使用する際の注意点
　　◇ 割振りが決まったら、入室にあたり各地区ごとに清掃班を組織し、けがに気をつけてガラスや机・イス・用具などを片付けます。
◇ 教室を使用する場合、事前に余震を考慮し、机・イスの置き場所を検討しておきま
す。
◇ 清掃用具は、学校の備品等を利用します。ガラスなどを処理できるごみ袋を準備し
ておきます。（ガラス清掃に適した用具）
◇ 児童生徒の備品の使用は、原則禁止です。

【避難スペース区画分け例】
[image: C:\Users\01221213\Desktop\0058_20190624.jpg]








「ペット対策」
◆◆◆補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬）に関する注意点◆◆◆
補助犬（盲導犬・聴導犬・介助犬）は、「身体障害者補助犬法」により、避難場所においても受け入れられるよう義務づけられています。
ただし、補助犬も環境の変化等により神経質になっていることがあるため、
手を触れたり、からかったりしないよう、他の避難者に対する周知が必要です。



[image: ]




1 受入れ準備
拠点は、多くの被災者が避難生活をおくる場であり、動物を苦手とする人やアレルギーなどの理由で動物と一緒にいられない人がいることなどを考慮し、運営委員会は、各拠点の実状に応じた準備が必要になります。

(1) ペット一時飼育場所の設定
あらかじめ学校敷地内（可能な限り、雨や風がしのぐことができる場所）等
ペットの一時飼育場所を設定しておく必要があります。
なお、ペットの世話や衛生管理は、飼い主が行います。また、拠点訓練等の機会を捉えて、飼い主同士で「飼い主の会」をつくるなどして、飼い主同士の協力体制を整えることも大切です。

(2) ペット一時飼育場所への誘導
被災者がペットを連れて避難してきた場合、飼い主が同行ペットの飼育管理等を
行うことを説明したうえで、あらかじめ設定したペット一時飼育場所へ誘導します。

(3) 地域防災拠点ペット登録票の作成等
ペットと同行避難してきた方に、「地域防災拠点ペット登録票」に飼い主やペットの情報等を記入してもらい、拠点で決めた飼育ルールを守っていただきます。

2  拠点での運営委員会・飼い主の対応
[image: ]多くの被災者が避難する拠点では、他の避難者に理解が得られるよう、飼い主が責任を持って、ペットの飼育・衛生管理を行います。

(1) ペットの一時飼育場所
拠点で設定されたペット一時飼育場所で、飼育します。

(2)　区災害対策本部への報告と必要物資の供給要請
ア　区災害対策本部への報告
運営委員会は、ペット同行の避難者がいる場合や次のような動物のいる場合、区災害対策本部に動物の種類（例：大型犬・中型犬・小型犬・猫・その他）と頭数を連絡してください。
　      (ｱ) 飼い主がわからないペット（動物）
(ｲ) 被災により飼育困難のペット

イ　必要物資の供給要請
飼い主は、物資が必要な場合、運営委員会を通じて区災害対策本部に要請を行います。
例：ペットの一時飼育場所用のテント、ケージ（檻）、ペットフード、
ペット用のシーツ　等

③　拠点での飼い主によるペットの対応
(1) 適正な飼育管理の実施
飼い主同士が協力して、給餌やその片付け・ペットの清潔保持・疾病の予防や害虫の発生防止等、責任を持って適正な飼育管理を行うとともに、鳴き声や臭いなどのペットによる苦情や危害の発生を防止してください。

(2) ペット一時飼育場所及び周囲の衛生管理
飼い主同士が協力して、ペット一時飼育場所やケージ等の清掃の徹底をするとともに、必要に応じて消毒を行います。また、ペットの排泄は決められた場所で行い、フン等は飼い主が適切に処理してください。
[image: ]
◆◆◆飼育に関する注意点◆◆◆
　ペットはキャリーケースやケージ（檻）に入れておく。
　また、ケージ（檻）等に入らない大型犬等は、柵を設ける場合でも、必ずリード（ヒモ等）で繋いでおく。







　 ④　災害時に備えて飼い主が準備しておくべきこと
(1) しつけ
拠点でのトラブルを防止するため、日頃からしつけをしてください。
[image: ]キャリーバッグやケージに慣らしておくことや、犬は服従の訓練、猫は日常的に人との接触に慣らしておくことが必要です。

(2) 健康管理
　　　  狂犬病予防接種（義務）・ワクチン・ノミやダニの駆除等
を日頃から実施してください。

(3) 避難生活の備え
救援物資はすぐには届きません。また、希望する物資が届くわけではありません。
ア 最低５日分のエサ・水・薬、シーツ・フン尿の処理用具などを用意した非常持出
袋を準備してください。
イ ペットの写真、服用薬等の情報を記載した飼育手帳を作ると役に立ちます。
　　   携帯電話やスマートフォンの画像に残すことも有効です。
ウ 使い慣れたケージやキャリーバッグなどがあるとペットは安心できるため、日頃から入ることに慣らしておくことも必要です。


 (4) 飼い主の明示
災害時はペットと離ればなれになる可能性があります。
迷子になった動物を探す時や保護された時に識別情報が必要です。犬の鑑札や狂犬病予防注射済票を装着するとともに、マイクロチップ・迷子札等を装着することも有効です。

(5) 拠点以外でのペットの飼育について
　    ア 預け先の確保
　　　   親戚や友人また動物病院や民間団体の施設等、あらかじめペットの一時預け先の確保に努めておくことが大切です。
　　　   なお、特に動物病院や民間団体の施設等に預ける場合は、条件・期間・費用等を確認し、後にトラブルが生じないように事前に確認が必要です。
イ 在宅避難
　　　   家に損傷等がないため自宅に留まる在宅避難の場合、必要に応じて支援物資や情報を拠点に取りに行きます。また、飼い主は拠点に避難し、ペットを自宅で飼育する方法もあります。
[image: ]また、二次災害の危険がない場合には、飼い主は拠点に避難し、ペットは自宅で飼育する方法もあります。
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【参考資料】　災害時のペット対策（横浜市動物愛護センター）


[image: \\fs\総務局\03地域防災課\44 地域防災課\100_危機管理・地域防災関係書類\000_地域防災拠点開設・運営マニュアル関係\2021（R3）度\01 地域防災拠点開設・運営マニュアル\01 更新作業\QRコード\ペット事例集.png]
【参考資料】　災害時ペットの一時飼育場所設置事例集（横浜市動物愛護センター）



「生活用具・資器材等の準備」
	【生活に必要な物品】

	「灯油式かまどセット（小学校）」「ガスかまどセット（中学校）」「トイレットペーパー」「乳児用紙おむつ」「高齢者用紙おむつ」「生理用品」など

	【救護に必要な物品】

	「毛布」「保温用シート」「リヤカー」「車椅子」「松葉杖」「担架」など


[image: ]
「食料･飲料水の確保」
◇ 備蓄数量を把握しましょう。
◇ 避難者同士で食料の持ち寄りによる炊き出しを実施
しましょう。
食料品の持ち寄り

【食料備蓄数】※ 事前に記載しておきましょう
	市・備蓄食料品名
	数　　量

	クラッカー
	

	缶入り保存パン
	

	スープ
	

	おかゆ
	

	粉ミルク
	

	独自の備蓄食料品名
	数　量

	
	

	
	

	
	



【飲料水】
	市・備蓄水缶詰
	数　　量

	水缶詰
	

	災害用地下給水タンク※おおむね発災4日目以降、水道局職員が断水状況を踏まえ、順次、仮設の蛇口を取り付けます。

	有 ・ 無

	緊急給水栓
	有 ・ 無

	耐震給水栓
	有 ・ 無

	受水槽（飲料用）※飲料用と生活用水用の受水槽があるため注意が必要。

	有 ・ 無

	その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



※賞味期限切れの備蓄食料や水缶詰は配布しないでください。
1 水道の状況確認、ルール設定
◇ 水道の状況、受水槽（屋上・地下）とプールの点検をし、状態を確認します。
◇ 飲料水やトイレ排水など、用途の優先順位を決め、節約して使用します。
[image: ]◇ 水の使用について１人あたりの量などルール
を取り決め、避難者に説明して、適切な管理に
努めます。（節水の呼びかけ）
◇ プールの水（小学校175ｔ、中学校360ｔ
程度）は、原則として消火用、トイレ等の生活用
に使用します。
飲料水の確保

② 水の確保
◇ 飲料水の量は、避難者と周辺被災者をあわせた人数分を確保する必要があります。
◇ １人１日３リットルを目安に、２～３日分が確保できるか確認します。
◇ 飲料水が不足する場合には、庶務班に連絡し、区災害対策本部に応急給水を要
請します。
◇ 誤飲を避けるため、汲み置いた水槽、容器には飲料水と生活用水の表示をします。
【水缶詰】
　１地域防災拠点あたり2,000缶（１缶350ｍｌ）を防災備蓄庫に備蓄している。

【災害用地下給水タンク（循環式地下貯水槽）】
通常配水管の一部として水道水が流れている
地下式の貯水槽で、水圧が下がると流入、流出
の弁が閉まり、飲料水が貯留される構造になっ
ている（標準60㎥）。
発災後おおむね３日間（残留塩素上）、地域の
方々によって仮設の蛇口を取り付け、給水する
ことができる。
※ 手動ポンプなどの機器の置き場は、
平常時から確認しておきましょう！

【緊急給水栓】
災害時、地震に強い管に臨時の給水装置を取り付けて
給水する施設であり、発災後おおむね４日目以降から
水道局職員が断水状況を踏まえて、順次、仮設の蛇口
を設置していきます。 
※水道局職員など、平常時から取扱いに従事する者以外
は危険なので取り扱わないでください！
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[image: 文書名依頼文等_ページ_2]【耐震給水栓】
排水管から屋外水飲み場までを耐震化した施設で、
特別な作業をすることなく普段と同様に屋外水飲み場
（耐震給水栓）から飲料水を確保することができます。

【受水槽】
　学校受水槽に簡易給水栓を取り付け、受水槽の水を利用する。
※ 直結給水化（受水槽を介さず、屋内水飲み場の蛇口に配水管の圧力を利用して直接給水）されている学校については、受水槽の法定点検が行われないため、飲料水としては使用できなくなる。ただし、トイレ等の生活用水としては活用可能。
(1) 蛇口スタンドの組立て、ホースを蛇口スタンド側と受水槽の排水口側にそれぞれ差し込みます。
　(2) バルブを開放後、蛇口を全開にして水を出し
ます。
· 蛇口をひねってすぐは、ごみや汚れた水が
出ることもあります。
　(3) スポイト状の残留塩素測定試薬により確認し、
飲み水として使用可能と確認できた後、活用
します。
· 詳細な操作方法については、備蓄庫に
保管している受水槽用蛇口一式に添付さ
れているマニュアルを御確認ください。

【給水車による給水】
給水車による運搬給水が本格化するのは、３日ぐらい後が目処となります。
それまでは、要請のあるところに最低限の運搬
給水しかできないことがあります。

【井戸水の活用】
「災害応急用井戸」の指定を受けた井戸水は、
飲料水としては使用せず、生活用水として活用します。
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· 水道局が進めている災害対策の概要を紹介した
パンフレット「横浜市水道局の災害対策」は、
区役所や水道事務所などで配付しています。





「ごみ対策」
◇ ごみ収集車両が搬出に便利な場所１か所をごみ集積場所として指定します。
◇ 「燃やすごみ」、「プラスチック製容器包装」、「缶・びん・ペットボトル」、「古紙」、
「古布」など平時と同様の分別とします。分別方法を確認できるよう、冊子『ごみと資源物の分け方・出し方』を用意しておきましょう。
  ◇ 備蓄物資や救援物資などの段ボールなどを活用します。
　◇ ごみ集積場所の清掃は当番制とし、避難者の中で班を編成し、交替で行います。
◇ 拠点のごみの収集は、震災の発生から約72時間以内に開始します。そのため、収集車両の出入り・収集作業がスムーズに行える場所（１か所）をごみ集積場所として事前に決めておきましょう。

	ごみ集積場所　※ 事前に記載しておきましょう

	




	ごみ分別の方法

	








　　
[image: ][image: ][image: ][image: ]◆◆◆分別に注意が必要なもの◆◆◆
・トイレパックや使用済みオムツなど「燃やすごみ」ですが、他の燃やすごみとは分けてください。
・中身が残っているスプレー缶やガスボンベ長時間直射日光に当たると破裂する恐れがあり危険なため、収集までの間は屋内か日陰で保管してください。
・家庭用医療用品（在宅医療用ビニールバッグ、チューブ、カテーテル類、注射器等）は「燃やすごみ」ですが、針などが袋を突き破らないようにしたうえで、他の燃やすごみとは分けてください。
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